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会   議   録

会議名 平成２２年度第２回相模原市障害者自立支援協議会

事務局

（担当課）

相模原市社会福祉事業団 障害者支援センター松が丘園

電話 ０４２－７５８－２１２１

開催日時 平成２３年３月２３日（水）午前１０時～午後１２時１５分

開催場所 障害者支援センター松が丘園３階研修室

出

席

者

委 員   出席１２人  欠席７人

その他   ３人 報告者

事務局   ５人  社会福祉事業団：事務局長、支援課長、他３人

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由

会議次第

１ 開会

２ 会長挨拶

３ 議事

（１）協議会の活動報告

  ア 連絡調整会議の報告

  イ 研修の報告

（２）部会活動報告及び提案等承認について

  ア 相談支援部会

  イ 就労支援部会

  ウ 権利擁護部会

（３）自立支援協議会と相談支援事業に関するアンケート調査報告

（４）組織及び要領の改正について

（５）来年度事業計画（案）について

４ 閉会
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審  議  経  過

主な内容は次のとおり。

１ 開会

２ 会長挨拶    伊東会長

３ 議事（◎は会長、○は委員、■は部会長、●は障害福祉課の発言）

（１）協議会の活動報告

ア 連絡調整会議の報告

イ 研修の報告

事務局から、平成２２年度下半期のア及びイの開催状況、また、他市自立支援協

議会の視察報告を行った。

（２）部会活動報告及び提案等承認について

◎全ての部会の報告等終了後にまとめて質疑応答の時間を設けることとする。

ア 相談支援部会

相談支援部会部会長から、平成２２年度下半期活動報告および提案事項につい説

明した。

イ 就労支援部会

就労支援部会部会長から、平成２２年度下半期活動報告を行った。

ウ 権利擁護部会

権利擁護部会長から、平成２２年度下半期活動報告及び成年後見制度の利用推進

についての提案等説明した。

◎各部会の報告等について、ご質問およびご意見はあるか。

○権利擁護部会の報告にあった「親ごころの記録」は、相談支援部会の報告の中にあ

った「サポートブック」と同じような内容か。

■基本的には同じ。こういったものは、あらゆる場面で利用価値があるものだと思う。

諸外国では取り組んでいる。

○全日本育成会では、作成に着手している。県育成会でも検討中。母子手帳のように、

ライフステージの記録を全て記入するもの。育成会の各県市部では取り組み始めて

いる。相模原でも取り組みたいと考えている。

◎今、他市の育成会で作成されたものを回覧している。膨大な情報量を集約するもの。

詳細な個人情報なので、どこで管理するか、十分な検討が必要。
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○権利擁護部会へ質問。大きな災害が発生して、制度改革の流れがどうなるか心配し

ている。権利条約の批准に向けての動きもある。成年後見は権利を守る面と権利を

制限する面もあると思う。例えば、障害者自立支援法施行後もグループホーム等で

権利侵害が起きてもおり、地域移行の流れもある中で、本人たちを守れるか等、制

度に関する課題について、これまで議論されたかお聞かせいただきたい。

■個を守りたいと考えている。確かに、お金儲けを考えての事業参入があるのも事実。

注視していきたい。

○地域で暮らすと言うと、ケアホーム、グループホームという社会資源の利用があげ

られるが、自力で日中活動場所へ通うことが出来ない場合は、送迎手段がないと、

結局、ホームへの入居を諦めることになる。仕方なく、２０年～３０年と親が送迎

している人もいる。送迎問題に関しては、早期の検討が必要だと思う。

○外出支援ではガイドヘルプサービスは有効な資源。民間で開催するガイヘル講座は、

一般的に３日間で４～５万円かかると聞く。東京都では、大学等と連携して、１～

２万円で受講できるシステムがある模様。ガイドヘルパー養成は、公的支援があれ

ばかなり改善されるのではないか。また、「親ごころの記録」は、親の視点で書か

れている。しかし、広汎性発達障害の方では、ご自身が意思表示出来る方もいる。

サポートブックという呼び方もするが、「今後の夢」「私はこうしたい」など、本人

視点も加えていただきたい。

◎ここまでのまとめをする。相談支援部会は提言、権利擁護部会は報告という形で出

されている。本日の限られた時間での議論では、市にどう提言するかも深められな

い。特に相談支援部会の提言は、次年度以降の活動テーマとして、捉えていきたい

と思うが、よろしいか。

―承認―

◎また、就労支援部会および権利擁護部会の報告に関しても承認ということでよろし

いか。

―承認―

（３）自立支援協議会と相談支援事業に関するアンケート調査報告

事務局から、全国の１０万人以上に市に向けて実施した「自立支援協議会と相談支

援事業に関するアンケート調査」集計結果について報告した。

（４）組織及び要領の改正について

市障害福祉課から、来年度の自立支援協議会組織改編及び要領改正について説明

した。

○委員も再編成されるとのことであれば、知的障害者等当事者の積極的な参画をご検
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討いただきたい。

◎政令指定市移行後、委員の半数以上が市の職員となったが、この点はどうなるのか。

●民間の方にも多くご参画いただけるような構成を考えている。

（５）来年度事業計画（案）について

事務局から、来年度の事業計画について説明した。

◎特にご意見、ご質問がなければ、来年度事業計画について、承認ということでよろ

しいか。

―承認―

◎ここでまとめさせていただく。来年度からの自立支援協議会は、ある意味、オーソ

ドックスな形になる。この任に就いてから、各市町村の自立支援協議会の動向を聞

いていたが、どの市町村も迷いながら運営している印象がある。来年度以降、更に

充実したものになるよう、相談支援部会、就労支援部会、権利擁護部会のこれまで

の検討結果も踏まえて、展開していけると良いと思う。

４ 閉会    伊東会長

                               以 上
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      相模原市障害者自立支援協議会委員名簿   Ｈ23.3.23

氏   名 所 属 等 出欠 備考

１ 島村
しまむら

一
かず

秋
あき

(福)相模福祉村たんぽぽの家施設長補佐 出席

２ 市川
いちかわ

弘幸
ひろゆき

(福)かながわ共同会津久井やまゆり園第一支援部長 出席

３ 中島
なかじま

博幸
ひろゆき

相模原市障害福祉事業所協会長 出席

４ 鎭
ちん

守
じゅ

健一
けんいち

相模原市障害児者福祉団体連絡協議会長 出席 副会長

５ 小菅
こ す げ

  明
あきら

(福)相模原市社会福祉協議会福祉推進課長 出席

６ 桑原
くわばら

健太郎
けんたろう

相模原公共職業安定所次長 出席

７ 吉澤
よしざわ

宏次
ひろつぐ 神奈川県立中井やまゆり園

神奈川県発達障害者支援センター地域支援課長補佐
出席

８ 坂本
さかもと

  司
つかさ

神奈川県立相模原養護学校長 欠席

９ 杉本
すぎもと

由美子
ゆ み こ

神奈川県立座間養護学校長 出席

10 佐藤
さ と う

隆
たか

広
ひろ

神奈川県立津久井養護学校長 出席

11 江森
え も り

静子
し ず こ

相模原市健康福祉局こども育成部参事兼児童相談所長 出席

12 髙
たか

橋
はし

  眞
まこと

相模原市健康福祉局こども育成部陽光園療育相談室長 出席

13 鈴木
す ず き

志
し

麻子
ま こ

相模原市健康福祉局福祉部精神保健福祉センター所長 欠席

14 隅
すみ

河内
こ う ち

司
つかさ

相模原市健康福祉局福祉部障害福祉課長 出席

15 内田
う ち だ

耕一
こういち

相模原市健康福祉局福祉部参事兼精神保健福祉課長 欠席

16 新津
に い つ

昭博
あきひろ

相模原市環境経済局経済部参事兼産業・雇用政策課長 出席

17 土肥
ど い

正高
まさたか

相模原市教育局学校教育部学校教育課長 出席

18 伊東
い と う

秀
ひで

幸
ゆき

田園調布学園大学人間福祉学部人間福祉学科教授 出席 会長

報告者

19 渡辺
わたなべ

智
とも

興
おき

相模原市健康福祉局こども育成部陽光園療育相談室主任 相談支援部会長

20 松屋
ま つ や

直人
な お と

(福)すずらんの会ワークショップフレンド施設長 就労支援部会長

21 小山
こ や ま

  創
はじめ

(福)さつきの会藤野さつき学園長 権利擁護部会長
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